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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 土壌表面管理の異なる露地のモモ園において、動水勾配法と水収支法により土壌水の流れを

測定し、これに土壌溶液濃度を乗ずることで土壌養分の流亡量を把握することができた（図１、図

２）。 窒素、石灰、苦土の年間流亡量は、草生区が著しく少なく、マルチ区と清耕区では多かった

ことから、草生法による地表面管理が養分流亡を抑える点で優れていることが明らかとなった。

（１）  一年間に地下へ流去する水分量は、年平均降水量1,400mmのうち草生、清耕の両区で520mm

前後、わらマルチ区で750mmであった。窒素、石灰、苦土の年間溶脱量は、草生区が著しく少な

かった（表１）。

（２）  年間の養分収支を計算した結果、石灰、苦土はいずれの区も減少したが、その量は草生区が

清耕区とわらマルチ区の半分程度と少なかった（表２）。

（３）  草生法による地表面管理は、養分流亡を抑える点で優れている。しかし、全面草生では、樹勢

の維持が草との養分競合により難しいので、高品質果実を安定して生産するには、樹間は草生

により土壌養分の流亡を防ぎ、樹冠下（幹周囲）はわらマルチにより樹への養分供給を補完する

ことが望ましいと判断された。

２ 期待される効果

 地表面管理別に土壌養分溶脱量が判明し、合理的な肥培管理に役立てることができる。特に、

流亡の少ない草生法を多く取り入れることで環境にやさしい、低コストな栽培技術確立に貢献でき

る。

３ 適用範囲

県内全域

４ 普及上の留意点

 草生栽培では、若木の段階では特に養水分競合が大きいので樹冠下はマルチまたは清耕とす

る。

Ⅱ 具体的データ等

図１ 動水勾配法及び水収支法による水移動量、降水量の推移（清耕区）
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